
　（参考様式４） 事業所名　グループホームつどい「荻原家」

目標達成計画 作成日：　令和　 6年　 3月　26日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 42

移動・食事・排泄等々介助量が増えてきている入所
者様が多く、さらに認知症周辺症状が強く出現されて
きた方も目立つ状態。さらに経験あるスタッフ数減る
中で、健康・医療・安全・環境面で適切な支援を継続
していく必要がある。

各利用者の心身の状態把握に努めるととも
に、スタッフ間及び、医療等他関係部署との情
報共有を図り、健康で安全かつ快適な毎日を
提供することが出来る。

・身体状況の変化に合わせ、安全確保を目指し
て、ベットやポータブルトイレの場所やホール自席
の位置等を変更した。
・巡回頻度を増やす・センサーマット等の活用継続
し、清潔保持・安全確保に努めた。
・日々の体調観察や記録を継続し、必要に応じて
その都度主治医に報告、指示を仰ぎ対応した。
・声掛けの仕方や視覚からの情報を提供する等し
て、利用者様の精神的安定や安全確保を目指し
た。

１２ヶ月

2 46

ワンフロアー9名と小さな施設ではあるが、身体状況
や認知度は各々大きく異なり、役割設定や活動場
面・楽しみの場面の提供が難しいと感じることも多
い。
そんな中で、各々利用者様が役割や楽しみを持った
生活を提供する必要がある。

無理のない範囲で、各々利用者が役割をも
ち、心身ともに活動的で・笑顔ある毎日を過ご
せる様、支援を継続することが出来る。

・各利用者様の出来ることを模索し、下膳配膳・食
器洗い・机拭き・清掃・新聞折り等作業を提供する
とともに、心身の活動場面引き出せるような工夫
や声掛けに務めた。
・体操時間を設定し継続した。
・充分とは言えないが、風船バレーやトランプ・カ
ルタ・合唱・散歩・映画鑑賞会等、リクリエーション
を実施した。
・年間行事(誕生日会・節分・ひな祭り・端午の節
句・納涼祭・敬老会・クリスマス会等）を立案し開
催した。また行事が今後も継続されるよう・後任者
の参考となるよう、写真とともに記録に残した。
・新たに、フロアーテレビにインターネットを接続
し、主にユーチューブ等を利用して、日々の体操
やリクリエーションに変化を持たせる試みを行っ
た。

１２ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的
な計画を記入します。

【目標達成計画】　


